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(57)【要約】
【課題】光出射角特性による他の特性、例えば輝度レベ
ル又は輝度の均一性等への影響を低減しつつ、複数の方
向に指向性を有する光出射角特性を確実かつ容易に得る
ことができる照明装置、及び、これを用いた液晶装置を
実現する。
【解決手段】本発明の照明装置１０は、複数の光源１２
が平面的に配列され、該光源の配列面に交差する方向に
光を出射する姿勢で設置されて面状光源を構成している
とともに、前記光源がそれぞれ前記配列面に交差する複
数の方向に指向性を備えた光出射角特性を有しているこ
とを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源が平面的に配列され、該光源の配列面に交差する方向に光を出射する姿勢で
設置されて面状光源を構成しているとともに、前記光源がそれぞれ前記配列面に交差する
複数の方向に指向性を備えた光出射角特性を有していることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記複数の光源は相互に同一の光出射角特性を有していることを特徴とする請求項１に
記載の照明装置。
【請求項３】
　前記複数の光源はおのおのが有する複数の指向性のそれぞれが相互に同一の方向となる
ように配列されていることを特徴とする請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記光出射角特性は、所定の方位軸に沿った光の出射角分布が前記配列面の法線方向の
両側に二つのピークを有する特性であることを特徴とする請求項２又は３に記載の照明装
置。
【請求項５】
　前記光源は、発光素子と、該発光素子の光出射側に配置された、前記光出射角特性を形
成するための指向性レンズと、を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記指向性レンズは、所定の方位軸と直交する方位に沿った断面輪郭形状が凸曲線状で
あり、該断面輪郭形状が前記凸曲線状に該当する形状範囲を維持しつつ前記所定の方位軸
に沿って移動することでなぞられてなる凸面部とその両端に形成された端面部とを有する
光学面を備えていることを特徴とする請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記光源は、発光素子と、該発光素子の光出射側に配置された、前記光出射角特性を形
成するための指向性光反射面と、を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記光源の光出射側に重ねて配置された光拡散板をさらに具備することを特徴とする請
求項１乃至７のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記複数の光源は、光放出面と、該光放出面の反対側に設けられた底面とを有し、前記
配列面に沿って延在する基板上に前記底面を向けて実装されていることを特徴とする請求
項１乃至８のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記基板は金属材料で構成された基体を有することを特徴とする請求項９に記載の照明
装置。
【請求項１１】
　前記複数の光源の間の領域に光反射層が形成されていることを特徴とする請求項１乃至
１０のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　複数の光源が平面的に配列され、該光源の配列面の一側に光を出射する姿勢で設置され
て面状光源を構成しているとともに、前記光源がそれぞれ前記一側の複数の方向に指向性
を備えた光出射角特性を有し、前記面状光源の光出射側に液晶セルと、当該液晶セルに重
ねて配置され、互いに隣接するサブ画素の間に対応してスリットが位置している視差バリ
アと、が配置されていることを特徴とする液晶装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の液晶装置を搭載したことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明装置、液晶装置及び電子機器に係り、特に、複数の方向に指向性を備えた
照明光を得ることができる照明装置の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置のバックライトとして、導光板の端面にＬＥＤや冷陰極管等の光
源を対向配置し、この光源から出射した光が導光板の内部を伝播して上記端面と直交する
表面から徐々に出射するように構成した面状光源として用いられるサイドライト型（エッ
ジライト型）の照明装置が知られている。このような構成の照明装置では、上記の液晶表
示装置の画面に正対した方向において最も高い輝度が得られるように、照明装置より出射
される照明光が導光板の光出射面の法線方向若しくはその近傍に単一の光強度のピークが
ある光出射角分布を備えたものが通常である。
【０００３】
　しかしながら、液晶表示装置の画面の法線方向に最も高い輝度が得られるように設定す
ると却って問題が生ずるため、上記の光出射角分布とは異なり、複数の方向に光強度のピ
ークを有する光出射角分布が要求される場合がある。例えば、上記液晶表示装置により車
両の幅方向中央に設置される車載用表示装置を構成する場合などにおいては、運転者と助
手席や後席にいる者とで異なる方向から画面を視認することとなるため、それらの異なる
方向において共に十分な視認性を確保するために、複数の方向に光強度のピークを有する
特性、すなわち、複数の方向に指向性を有する光出射角特性が要求される。また、このよ
うな光出射角特性によれば、一つの表示画面において異なる方向から見たときに相互に異
なる画面表示を形成することも可能になる。
【０００４】
　上記のように複数の方向に指向性を備えた光出射角分布を形成する構成としては、複数
組の光源と導光板を重ねて配置し、各組の導光板の出射方向に相互に異なる指向性を持た
せるように構成したものが知られている（例えば、以下の特許文献１参照）。また、断面
三角形状のプリズム構造を備えたプリズムシートを当該プリズム構造が照明装置側に向く
姿勢で照明装置の手前に介挿し、このプリズムシートによって照明装置から出射された照
明光の出射角分布を上記のような分布に変調してなる装置も知られている（例えば、以下
の特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１１－２７３４３８号公報
【特許文献２】特開２０００－１６４０１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述のように複数の方向に指向性を有する照明光を形成する照明装置で
は、通常の正面に輝度ピークを有する照明装置に比べて最大輝度が低下するため、表示画
面の明るさに不足が生ずる可能性がある。これは、単一の輝度ピークを有する照明光を二
つの輝度ピークに分割するために必然的に生ずることであるが、特に、近年のように表示
画面の大型化や表示の高精細化等が進展してきている状況では、表示の明るさ不足はさら
に深刻である。例えば、一般的には表示を高精細化しようとすると液晶セルの透過率が低
下するため、照明装置の輝度に対する要求レベルが増大する。また、視認方向別に二つの
画面を同時に表示可能な液晶セル（デュアルビュー液晶：登録商標）の場合には、二つの
画面を視認方向により分離して形成するための視差バリア層が形成されるので、透過率が
さらに低下し、十分な表示の明るさが得られない場合が想定される。
【０００６】
　また、上記従来の照明装置では、プリズムシートや楔形の導光板による光の屈折作用等
を用いることで複数の方向に指向性を備えた照明光の光出射角特性を得ているため、光出
射角特性の詳細な設定、例えば、光出射角分布におけるピーク角度やピークの半値幅など
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の設定が難しく、状況に合わせた所望の光出射角特性を得ることが困難であるという問題
点がある。
【０００７】
　さらに、上記従来の照明装置では、プリズムシートや導光板の屈折作用によって上記の
光出射角特性を得ようとするため、照明光の輝度分布の均一性に影響が出やすく、輝度ム
ラと指向性とを両立することがきわめて難しいという問題点がある。
【０００８】
　そこで、本発明は上記問題点を解決するものであり、その課題は、光出射角特性による
他の特性、例えば輝度レベル又は輝度の均一性等への影響を低減しつつ、複数の方向に指
向性を有する光出射角特性を確実かつ容易に得ることができる照明装置、及び、これを用
いた液晶装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　斯かる実情に鑑み、本発明の照明装置は、複数の光源が平面的に配列され、該光源の配
列面に交差する方向に光を出射する姿勢で設置されて面状光源を構成しているとともに、
前記光源がそれぞれ前記配列面に交差する複数の方向に指向性を備えた光出射角特性を有
していることを特徴とする。この発明によれば、面状光源を構成する平面的に配列された
複数の光源のそれぞれが複数の方向に指向性を備えた光出射角特性を有していることによ
り、個々の光源の光出射角特性が合成されたもので照明装置全体の光出射角特性を確実且
つ容易に設定することができる。また、当該光出射角特性により照明装置の他の特性、例
えば、輝度レベルや輝度の均一性等に与える影響を低減することができる。
【００１０】
　上記光源としてはＬＥＤ素子や有機ＥＬ発光素子などが挙げられるが、これに限定され
るものではなく、また、点状光源であることが望ましいが、これに限定されるものでもな
い。
【００１１】
　ここで、本発明では複数の光源の光出射角特性がそれぞれ複数の方向に指向性を有する
ものであればよく、相互に等しい光出射角特性を有する必要はないが、特に、前記複数の
光源が相互に同一の光出射角特性を有していることにより、照明装置全体の光出射角特性
を個々の光源の光出射角特性を反映したものとしてより確実に設定することができる。特
に、複数の光源はおのおのが有する複数の指向性のそれぞれが相互に同一の方向となるよ
うに配列されていることが望ましい。
【００１２】
　また、前記光出射角特性は、所定の方位軸に沿った光の出射角分布が前記配列面の法線
方向の両側に二つのピークを有する特性であることが好ましい。これによれば、前記配列
面の法線方向の両側の二つのピークに対応する出射方向へ強い照明を施すことができるた
め、特に車載用表示装置等への対応が可能になる。
【００１３】
　さらに、前記光源は、発光素子と、該発光素子の光出射側に配置された、前記光出射角
特性を形成するための指向性レンズと、を有していることが好ましい。ＬＥＤ素子や有機
ＥＬ素子等の発光素子の光出射側に指向性レンズを形成することで、光源の光出射角特性
を容易に設定することができる。
【００１４】
　この場合に、前記指向性レンズは、所定の方位軸と直交する方位に沿った断面輪郭形状
が凸曲線状であり、該断面輪郭形状が前記凸曲線状に該当する形状範囲を維持しつつ前記
所定の方位軸に沿って移動することでなぞられてなる凸面部とその両端に形成された端面
部とを有する光学面を備えていることが好ましい。これによれば、上記方位軸に沿った光
出射角分布において前記仮想面の法線方向の両側にそれぞれピークを有する特性を容易に
形成することができる。
【００１５】
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　また、前記光源は、発光素子と、該発光素子の光出射側に配置された、前記光出射角特
性を形成するための指向性光反射面と、を有していることが好ましい。この場合には、光
反射面の面形状によって光出射角特性を実現することができるため、光出射角特性をさら
に容易に実現できる。
【００１６】
　本発明において、前記光源の光出射側に重ねて配置された光拡散板をさらに具備するこ
とが好ましい。光拡散板を用いることで、複数の光源から出射される光を分散させ、均一
化させることができる。
【００１７】
　本発明において、前記複数の光源は、光放出面と、該光放出面の反対側に設けられた底
面とを有し、前記配列面に沿って延在する基板上に前記底面を向けて実装されていること
が好ましい。これによれば、複数の光源を単一の基板上に容易に実装することができると
ともに、光放出面の反対側の底面が基板に向けられているため、底面側に発光素子を配置
することで、基板を介した放熱が容易になり、光源の放熱性を高めることが可能になる。
また、光源の薄型化が容易になるため、照明装置の薄肉化を図ることができる。
【００１８】
　この場合に、前記基板は金属材料で構成された基体を有することが好ましい。これによ
れば金属製の基体により基板の熱伝導性を高めることができるので、放熱性をさらに向上
できる。
【００１９】
　本発明において、前記複数の光源の間の領域に光反射層が形成されていることが好まし
い。これによれば、光源の間の領域に光反射層が形成されることで、光を効率的に利用す
ることができるため、輝度を高めることができる。
【００２０】
　次に、本発明の液晶装置は、複数の光源が平面的に配列され、該光源の配列面の一側に
光を出射する姿勢で設置されて面状光源を構成しているとともに、前記光源がそれぞれ前
記一側の複数の方向に指向性を備えた光出射角特性を有し、前記面状光源の光出射側に液
晶セルと、当該液晶セルに重ねて配置され、互いに隣接するサブ画素の間に対応してスリ
ットが位置している視差バリアと、が配置されていることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の電子機器は、上記に記載の液晶装置を搭載したことを特徴とする。本発
明の電子機器としては、車載用の表示装置、共通の表示画面において異なる方向から異な
る表示内容を同時に視認可能な表示装置などが望ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　次に、添付図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。図１は本実施形
態の照明装置の概略断面図、図２は同照明装置の発光部分（基板及びこれに実装された光
源）の概略斜視図である。
【００２３】
　本実施形態の照明装置１０は、実装基板１１と、該実装基板１１上に実装された複数の
光源１２とを有する。実装基板１１は基体１１Ａと表層部１１Ｂとを有し、基体１１Ａは
アルミニウム等の金属材料で構成され、その熱伝導性によって放熱性を高めた構造となっ
ている。また、表層部１１Ｂには配線パターンや絶縁層が形成され、光源１２に対する電
極を備えた実装用配線基板が構成されている。
【００２４】
　複数の光源１２は、図示例の場合、それぞれがＬＥＤ（発光ダイオード）光源で構成さ
れている。光源１２は線状光源であっても面状光源であってもよいが、図示例のＬＥＤ光
源は実質的に点状光源として作用する。複数の光源１２は実装基板１１上において平面的
に配列されており、全てがその配列面（基板面）の上側（基板１２とは逆側、すなわち、
配列面と交差する方向）に光を放出する姿勢とされている。図示例では光源１２は縦横に
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マトリクス状に配列されているが、本発明では、図示例に限らず、デルタ型配列などの適
宜の配列パターンで配列させることができる。
【００２５】
　複数の光源１２の上方には光拡散板１３が配置される。この光拡散板１３は、複数の光
源１２から放出された光を分散し、面状光源における輝度の均一性を高めるためのもので
ある。光拡散板１３としては、透明層中に屈折率の異なる素材、或いは、光反射性の素材
からなる微粒子を分散させたもの、透明層の表面に微細な凹凸を形成したものなどが挙げ
られる。ただし、本発明において光拡散板１３は必須要素ではなく、光源１２の配列態様
（配列密度）と輝度の均一性の要求レベルとの関係等により、光拡散板１３を省略するこ
ともできる。
【００２６】
　図３（ａ）は光源１２の概略斜視図、図３（ｂ）はＹ方位に見た図、図３（ｃ）はＸ方
位に見た図である。本実施形態の光源１２は、発光素子１２Ａと、その光出射側に配置さ
れた指向性レンズ１２Ｂとから構成される。発光素子１２Ａは、図３に示すように、直方
体の表面実装型素子（ＬＥＤパッケージ）であり、光放出側とは反対の底面１２ｂ側に支
持基板１２ｓが構成され、この支持基板１２ｓの内面上にＬＥＤチップ等よりなる発光部
１２ｃが実装されたもの（いわゆる、トップビュー型の発光素子）である。発光素子１２
Ａは白色発光をしている。発光素子１２ｃは青色発光のＬＥＤチップであり、発光素子１
２ｃの周囲は蛍光体が混入された樹脂で充填されている。そのさらに周囲が白色樹脂等よ
りなるパッケージ材で覆われている。
【００２７】
　光源１２は光を放出する指向性レンズ１２Ｂとは反対側の底面１２ｂが実装面とされ、
この底面１２ｂを実装基板１１に向けた姿勢で実装されている。このようなトップビュー
型の光源１２では、発熱部である上記発光部１２ｃが支持基板１２ｓ上に実装され、この
支持基板１２ｓ側の底面１２ｂが実装基板１１に密接しているため、発光部１２ｃから放
出された熱は支持基板１２ｓを介して直ちに実装基板１１側へ伝えられることから、放熱
性の高い構造となっている。また、この形式の光源１２では上記構造により光出射方向の
厚みを低減できるため、照明装置１０を薄肉化することが容易になる。
【００２８】
　指向性レンズ１２Ｂはアクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂等の透明樹脂で構成され、
光放出面は指向性レンズ１２Ｂの表面で構成されている。指向性レンズ１２Ｂの表面は、
実装基板１１の表面（光源１２の配列面、図示例の場合には平坦面）に沿って相互に直交
する図示Ｘ方位及びＹ方位を設定したとき、Ｘ方位と直交するＹ方位に沿った断面輪郭形
状が凸曲線状とされており、この断面輪郭形状が凸曲線状に該当する形状範囲を保ったま
ま、Ｘ方位に沿って移動することでなぞられてなる凸面部１２ａと、その両端に形成され
た端面部１２ｄとを有している。
【００２９】
　図３に示す例は、上記の面形状を有する一例であり、Ｙ方位に沿った断面形状が半円状
に構成され、当該断面形状がそのままＸ方位に移動してなる半円柱形状を有し、したがっ
て指向性レンズ１２Ｂの光学面は円筒面状の凸面部１２ａと、その両端に設けられた平坦
で垂直な端面１２ｄとによって構成されている。このような光学面を有する指向性レンズ
１２Ｂを形成することにより、光源１２は図４に示す光出射角特性を有する。図４は、上
記Ｘ方位及びＹ方位に沿った光出射角分布を示すグラフである。この例では、Ｘ方位に沿
った光出射角分布は配列面（実装基板１１の表面）の法線方向（出射角０度）の両側にそ
れぞれピークを有する特性、すなわち、配列面に交差する複数の方向に指向性を有する光
出射角特性を示している。一方、Ｙ方位に沿った光出射角分布は通常の発光素子と同様の
法線方向（出射角０度）の近傍に単一のピークを有する特性を示す。
【００３０】
　法線方向の両側にそれぞれ輝度ピークを有する光出射角特性では、表示機器の視野設定
等から、ピークの中心角度は±２０～５０度の範囲内であることが好ましい。また、ピー
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クの半値幅は、明るさと視野範囲との兼ね合いから、１０～９０度の範囲内であることが
好ましく、特に、２５～８０度の範囲内であることが望ましい。
【００３１】
　図５（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）には異なる形状の指向性レンズ１２Ｂ′を備えた光源１
２′の斜視図、Ｙ方位に見た図、及び、Ｘ方位に見た図を示す。この例では、指向性レン
ズ１２Ｂ′の中央部では上記指向性レンズ１２Ｂと同形状の凸面部１２ａ′を有するが、
Ｘ方位の両端に設けられた端面１２ｄ′、１２ｄ′がそれぞれ上方内側へ傾斜した傾斜面
となっている点で上記光源１２とは異なる。この場合には、端面１２ｄ′の傾斜角に応じ
て二つのピークの中心の角度位置と、これらのピークの半値幅とが異なるものとなる。
【００３２】
　図６（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）にはさらに異なる形状の指向性レンズ１２Ｂ″を備えた
光源１２″の斜視図、Ｙ方位に見た図、及び、Ｘ方位に見た図を示す。この例では、凸面
部１２ａ″と端面部１２ｄ″を有し、指向性レンズ１２Ｂ″のＹ方位に沿った断面輪郭形
状が上記と同様に凸曲線状とはなっているものの、その凸曲線が頂点が丸められた三角形
状に構成されている点で異なり、凸面部１２ａ″の面形状が上記とは異なる。この場合で
も、Ｘ方位に沿った光出射角分布が二つのピークを備えた光出射角特性を有するが、ピー
ク中心の角度位置及びピークの半値幅が上記二例とは異なるものとなる。また、Ｙ方位に
沿った光出射角特性は上記二例と同様の単一のピークを有するものではあるが、これもま
た上記二例とは異なるピーク形状を有するものとなる。
【００３３】
　本実施形態では、光源１２が基板１１上に平面的に配列されて面状光源が構成されてい
るとともに、光源１２のそれぞれが複数の方向に指向性を有する光出射角特性を有してい
ることにより、面状光源として複数の方向に指向性を有する光出射角特性を正確かつ容易
に得ることができる。また、光出射角特性を得る際の輝度レベルや輝度分布への影響を低
減することができる。すなわち、輝度レベルは光源１２の配列密度で所望のレベルに設定
することができ、また、輝度分布は光源１２の配列態様や光拡散板１３の有無若しくはそ
の光拡散特性によって適宜に設定することができるため、照明装置の光出射角特性と、輝
度レベル若しくは輝度分布との間の影響を低減することができることから、両者の要求特
性をそれぞれ独立して設計することができるなど、照明装置の設計を容易に行うことが可
能になる。
【００３４】
　また、光源１２として発光素子１２Ａと指向性レンズ１２Ｂとを備えたものを用いるこ
とで、指向性レンズ１２Ｂを適宜の形状とすることにより、照明装置１０全体としての光
出射角特性をさらに容易に得ることができる。特に、本実施形態では複数の光源１２が全
て同一の指向性レンズ１２Ｂを有し、同一の光出射角特性を有しているため、個々の光源
１２の光出射角特性がほぼそのまま照明装置１０全体の光出射角特性に対応することから
、光学特性の設計がきわめて容易である。
【００３５】
　図７は上記実施形態の光源１２、１２′、１２″の代わりに用いることのできる別の光
源２２の構造を示す概略縦断面図である。この光源２２は、光反射性基材２２ｓの上方に
一対の電極２２ｅに接続されてなる発光素子２２ｃが配置され、この発光素子２２ｃと光
反射性基材２２ｓの間に透明素材２２ｔが充填されてなるものである。なお、上記電極２
２ｅは好ましくは透明電極で構成される。
【００３６】
　この光源２２においては、発光素子２２ｃの光放出側（図示下方）に光反射性基材２２
ｓによって構成される光反射面２２ｒが形成され、この光反射面２２ｒによって反射され
た光が透明素材２２ｔを通して図示上方へ放出されるようになっている。光反射面２２ｒ
は上記実施形態と同様に、法線方向の両側にそれぞれピークを有する光出射角分布が形成
されるように、予め設計された面形状（指向性反射面）を備えている。
【００３７】
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　図８は上記実施形態の代わりに用いることのできる別の照明装置３０の構成を示す概略
構成断面図である。この例では、実装基板３１、複数の光源３２、並びに、光拡散板３３
により構成される点では上記実施形態と同様であるが、実装基板３１の表面上における、
光源３２の間の領域に光反射層３１Ｃが設けられている点で異なる。光反射層３１Ｃは、
実装基板３１（上記と同様に基体３１Ａと表層部３１Ｂとで構成することができる。）と
は別に構成された光反射シート（例えば、光源１２に対応する孔を有するシート）等とし
て実装基板３１上に配置することもできるが、基板３１の表面上に印刷層などとして基板
３１と一体に形成してもよい。光反射層３１Ｃは白色塗料、白色樹脂、金属膜等によって
構成できる。
【００３８】
　［液晶セル］
  図９は上記各実施形態に用いることのできる液晶セル５０の構造を示す概略断面図であ
る。液晶セル５０は、ガラスやプラスチック等よりなる透明基板５１、５２をシール材５
３で貼り合わせてなり、両基板間に液晶５４を封入したものである。透明基板５１、５２
の内面上にはそれぞれ電極５１ａ、５２ａが形成され、これらの電極５１ａと５２ａの対
向する平面領域が画素領域となる。一方の基板（図示例では透明基板５２）上には画素領
域に合わせて形成された着色層を備えたカラーフィルタ５２ｃが設けられている。また、
透明基板５１，５２の上記液晶５４に接する表面には配向膜５１ｄ、５２ｄが形成される
。さらに、液晶セル５０の透明基板５１，５２の外面上には偏光板５５，５６が配置（貼
着）されている。
【００３９】
　透明基板５１には透明基板５２と対向する領域から外側へ張り出した基板張出部５１Ｔ
が設けられ、この基板張出部５１Ｔ上には必要に応じて集積回路チップ等の電子部品５７
が実装される。この電子部品５７は例えば液晶駆動回路が構成されたＩＣである。また、
基板張出部５１Ｔ上にはフレキシブル配線基板（ＦＰＣ）等よりなる配線基板６０の端部
６１が実装されている。配線基板６０は液晶セル５０に対して駆動電位や信号データ等を
供給するためのものである。
【００４０】
　上記液晶セル５０は、上記照明装置１０の光出射側に重ねて配置され、照明装置１０の
面状光源としての照明範囲内に上記構成によって画成される表示領域ＡＤが平面的に配置
されるように設定される。このように構成された照明装置１０と液晶セル５０によって図
１０に示す液晶装置１００が構成される。
【００４１】
　［電子機器］
  最後に、図１０を参照して上記液晶装置を搭載した電子機器の実施形態について説明す
る。図１０は本発明に係る電子機器の一例の外観を示す概略斜視図である。図示例の電子
機器１０００は、車載用のカーナビゲーションシステムであり、本体１０１０と、この本
体１０１０に接続された表示部１０２０とを備えている。本体１０１０には操作ボタン等
を配設した操作面１０１１が設けられるとともに、ＤＶＤ等の記録媒体の導入口１０１２
が設けられている。表示部１０２０の内部には上記の液晶装置１００が格納され、この液
晶装置１００による表示、すなわち、ナビゲーション画像の表示が表示部１０２０の表示
画面１０２０ａにて視認できるように構成されている。
【００４２】
　この電子機器１０００においては、上記の液晶装置１００が搭載されていることで、表
示画面から出射される表示光が複数の方向に指向性を有するものとすることができる。例
えば、車両の中央部に配置される場合、運転者と他の同乗者（例えば助手席に座る者）と
がそれぞれ異なる方向（左右方向）から同時に表示画面１０２０ａを視認することができ
るようになるが、照明装置の上記光出射角特性を、上記の異なる方向のそれぞれに指向性
を有するように設計しておくことにより、いずれの方向から見ても明るい表示を視認する
ことができるようになる。
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【００４３】
　尚、本発明の照明装置、液晶装置及び電子機器は、上述の図示例にのみ限定されるもの
ではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論であ
る。例えば、上記の照明装置は、上述のように液晶装置に搭載されるものに限らず、単独
の照明器具として用いるものであってもよく、或いは、液晶装置以外の他の種々の装置と
一体的に用いられるものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係る照明装置の実施形態を示す概略断面図。
【図２】同実施形態の基板及び光源を示す概略斜視図。
【図３】同実施形態の光源の概略斜視図（ａ）、Ｙ方位に見た図（ｂ）及びＸ方位に見た
図（ｃ）。
【図４】同実施形態の光源のＸ方位及びＹ方位に沿った光出射角分布を示すグラフ。
【図５】異なる形状の光源の概略斜視図（ａ）、Ｙ方位に見た図（ｂ）及びＸ方位に見た
図（ｃ）。
【図６】さらに異なる形状の光源の概略斜視図（ａ）、Ｙ方位に見た図（ｂ）及びＸ方位
に見た図（ｃ）。
【図７】別の実施形態の光源の縦断面図。
【図８】異なる実施形態の概略断面図。
【図９】液晶セルの概略構造を示す概略縦断面図。
【図１０】電子機器の概略斜視図。
【符号の説明】
【００４５】
１０…照明装置、１１…基板、１１Ａ…基体、１１Ｂ…表層部、１２…光源、１２Ａ…発
光素子、１２Ｂ…指向性レンズ、２２ｒ…光反射面、２２ｔ…透明素材、１３…光拡散板
、３１Ｃ…光反射層
５０…液晶セル、１００…液晶装置、１０００…電子機器
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